
東京都立葛飾野高等学校全日制課程普通科

年 間 授 業 計 画

単位

予定
時数

評価の方法
○授業内の｢提出課題｣と｢学習状態｣を基に評価する。
○学習状態には、出席状況・授業態度・授業に対する取り組み等が含まれる。

学習の手引き

○日常から、芸術家のポスターやレタッチ写真等に興味・関心を持つ。
○インストール不要のポータブル版画像処理ソフトを各自の使えるパソコンに導入し、
  画像処理技術を活用する能力・技能を向上させる。
○画像処理技術を活用した、より良い芸術作品を創造する。

授業担当者 髙橋　聡

◆総合実習 ◆ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上のGIMP2の活用事例を上
手に参照する能力を向上させる｡
◆作品制作の技能を自分から積極的
に学び取る姿勢を身に付けさせる｡

評価の観点
（評価基準）

○画像処理ソフトを適切に活用するための基本的事項を確実に理解し､活用できるように
なったか,処理速度が向上したかを評価の観点とする。

◆根気の必要な作業が多いため､集中し
て取り組めるよう､授業にﾒﾘﾊﾘを持たせ
る｡繰り返しの復習で､技能を向上させ
る｡

後
半

14

４． DTP処理
①ｵﾌｨｽｿﾌﾄ等で画像を
含むﾃﾞｰﾀのﾚｲｱｳﾄ処理

５.総合実習

◆Part5文字入力編

◆Part6実践編

◆総合実習

◆処理の効率化を自分で考え､周囲
と相談しながら､より高度なものへ
高める取り組みを身に付けさせる｡

2

前
半

14

３．画像処理
④画像処理ｿﾌﾄでなけ
れば出来ない画像処理

◆Part3写真加工編

◆Part4 お絵描き編
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５.総合実習

学期 単元 指導内容　 具体的な指導目標

1

前
半

12

１．情報の組織化
①組織化の４原則

◆効率的な情報の伝達について
・情報の組織化の４原則を学習し
Wordによるポスター制作を行う。

◆画像処理について､ｵﾌｨｽｿﾌﾄで出来
ることと出来ないことを把握させ
る｡
◆家庭のPCにも安全にこの画像処理
ｿﾌﾄのｾｯﾃｨﾝｸﾞをさせ､家庭学習でき
るようにさせる｡

後
半

12

２．画像処理
①ｵﾌｨｽｿﾌﾄで可能な処理
と不可能な処理
②画像処理ｿﾌﾄの基礎･基
本
④画像処理ｿﾌﾄでなけれ
ば出来ない画像処理

◆Part1 基礎知識編

◆Part2 写真補正編

◆初めて習う事柄が多いので､ﾒﾘﾊﾘ
を付け､必要な事柄をしっかり把握
させる｡
◆初めて習う機能については､復習
を繰り返させﾏｽﾀｰさせる｡

教科書
（出版社）

｢できるｸﾘｴｲﾀｰGIMP2.8独習ナビ Windows & Mac OS X 対応｣ｲﾝﾌﾟﾚｽｼﾞｬﾊﾟﾝ
「すぐに作れる　ずっと使える　GIMPのすべてが身につく本」技術評論社

学習目標

（１）情報の効果的な伝達に必要な要素について理解を深める。

（２）ﾜｰﾌﾟﾛｿﾌﾄで可能な画像処理と画像処理ｿﾌﾄでなければ不可能な画像処理を理解させ
る｡

（３）ICTﾘﾃﾗｼｰ(情報活用能力,情報機器のﾒﾝﾃﾅﾝｽ･ｾｷｭﾘﾃｨ能力)を向上させる｡

対象学年・組 ３年生 必修選択

令和４(2022)年度
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